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Ⅰ新技術の解説

１要旨

(1) 浜通りにおいて「ふくみらい」の玄米等級１等を確保するための収量水準は60kg/aで、窒素施肥体
系は、基肥0.5kg/a＋減数分裂期追肥0.2kg/aが適当である（表１）。

(2) 籾数3.3万粒/㎡程度で、玄米等級１等、登熟歩合80％を確保できる（図１、２）。籾数3.3万粒/㎡を
目標とした場合の穂数は430～450本/㎡、幼穂形成期の茎数は650～670本/㎡程度となる。

(3) 倒伏を避けるため、稈長は88cm以下に抑える。目標稈長を88cm以下とした場合、幼穂形成期の
草丈は65cm以下が目安となる（表２）。

(4) 収量60kg/a、玄米等級１等を確保するための、生育目標は表２のとおりである。登熟期間中の気
象変動が大きい浜通り地方で、良質な「ふくみらい」を生産するためには、籾数過多を避けて、登
熟歩合を高める必要がある。

２期待される効果

浜通り平坦部において「ふくみらい」の高品質、安定生産が図られる。

３適用範囲

浜通り平坦部

４普及上の留意点

登熟期間の天候が不良な年は、追肥によって、乳白粒・青未熟粒が増加し、品質低下を招くことがあ
る。登熟期間の天候不良が予想される場合は、追肥を控える。
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